
内
閣
衆
質
一
五
九
第
四
五
号

平
成
十
六
年
四
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
年
金
掛
け
金
の
給
付
外
使
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
四
月
九
日
受
領

答

弁

第

四

五

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
年
金
掛
け
金
の
給
付
外
使
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
本
年
三
月
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
が
答
弁
し
た
五
・
六
兆
円
（
以
下
「
五

・
六
兆
円
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
厚
生
保
険
特
別
会
計
及
び
昭
和
三
十

六
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
国
民
年
金
特
別
会
計
の
決
算
に
お
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
料
及
び
国
民
年
金
保
険
料

（
以
下
「
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
を
財
源
と
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
七
十
九

条
及
び
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
七
十
四
条
等
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
の
福
祉
を
増
進
す

る
た
め
の
施
設
に
要
す
る
費
用
並
び
に
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）
附
則
第
十
八
条
ノ
六
ノ
二
及

び
国
民
年
金
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
七
項
に
基
づ
き
支
出
し
た
年
金
事
業
の
事
務
の
執

行
に
要
す
る
費
用
の
合
計
額
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
五
・
六
兆
円
の
積
算
内
訳
別
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
決
算
に
お
い
て
は
予
算
の
積
算
ご
と
の
金
額
を
算
出
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
予
算
の
積
算
ご
と
の
決
算
額
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
五
・
六
兆
円
の
款
、

一



項
及
び
目
の
区
分
ご
と
の
決
算
額
、
使
途
及
び
根
拠
法
令
条
文
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
年
金
保
険
料
の
使
途
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
病
院
、
厚
生
年
金
会
館
等
の
厚
生
年
金
保
険
及
び
国

民
年
金
の
福
祉
施
設
、
大
規
模
年
金
保
養
基
地
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
）
並
び
に
年
金
住
宅
融
資
（
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年

金
の
被
保
険
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
必
要
な
住
宅
の
設
置
に
要
す
る
資
金
の
貸
付
け
）
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
徹
底
し
た
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
度
以
降
の
年
金
事
業
の

事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、同
年
度
の
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
方
、
年
金
相
談
、
年
金
の
迅
速
な
裁
定
等
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
直
接
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
等
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
施
設
に
要

す
る
費
用
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
年
金
保
険
料
を
財
源
と
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
そ
の

事
業
運
営
の
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
け
る
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
年
金
給
付
以
外
に
使
用
さ
れ
る
も
の
及
び
根
拠
法

二



令
条
文
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

本
年
二
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
け
る
谷
垣
財
務
大
臣
の
答
弁
は
、
前
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に

お
け
る
保
険
料
の
使
途
に
関
す
る
議
論
は
年
金
の
福
祉
施
設
に
対
す
る
保
険
料
投
入
問
題
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
で
は
な
か
っ
た
旨
述
べ
た
上
で
、
年
金
事
務
費
は
、
適

用
、
徴
収
、
給
付
と
い
っ
た
年
金
事
業
を
行
う
上
で
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
予
算
上
、
形
式
的
に
給
付
費
に
事
務
費
が
含
ま

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
と
は
別
に
、
給
付
と
負
担
の
関
係
を
一
般
的
に
議
論
す
る
な
ら
ば
、
給
付
に
必
要
な
事
務
費
は

給
付
に
含
め
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
旨
の
政
府
の
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
社
会
保
険
庁
職
員
の
宿
舎
は
、
年
金
の
給
付
に
当
た
る
」
と
の
過
去
の
政
府
の
答
弁
は
、
国
会
の
会
議
録
か
ら

は
確
認
で
き
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
の
年
金
業
務
に
従
事
す
る
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
職
員
手
当
に
よ
り
そ
の
給
与
が
支
弁
さ
れ
て

い
る
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
職
員
（
以
下
「
国
民
年
金
推
進
員
」
と
い

三



う
。
）
、
諸
謝
金
に
よ
り
そ
の
謝
金
が
支
弁
さ
れ
て
い
る
職
員
（
以
下
「
謝
金
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
庁
費
に
よ
り
そ
の

賃
金
が
支
弁
さ
れ
る
職
員
（
以
下
「
賃
金
職
員
」
と
い
う
。
）
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
国
民
年
金
推
進
員
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
、
納
付
督
励
等
を
行
う
者
で
あ
る
た
め
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
、
正
規
職
員
に
準
じ
る
形
で
位
置
付
け
、
そ
の
給
与
を
国
民
年
金
法
第
八
十
五
条
第

二
項
等
に
基
づ
き
国
庫
か
ら
負
担
し
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
手
当
の
金
額
は
六
十
四
億
二
百

九
十
四
万
七
千
円
で
あ
り
、
そ
の
人
数
は
二
千
五
百
六
十
六
人
で
あ
る
。

一
方
、
年
金
相
談
等
の
被
保
険
者
等
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
直
接
寄
与
す
る
事
務
に
携
わ
る
謝
金
職
員
の
謝
金
及

び
賃
金
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
第
六
条
、
国
民
年
金
特
別
会
計
法
第
六
条
、
厚
生
年
金
保
険
法

第
七
十
九
条
、
国
民
年
金
法
第
七
十
四
条
等
に
基
づ
き
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
お
り
、
事
業
主
又
は
被
保
険
者
に
対
す

る
適
用
業
務
等
の
補
助
的
事
務
に
携
わ
る
謝
金
職
員
の
謝
金
及
び
賃
金
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け

る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
債
の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
。
以
下
「
公
債
特
例
法
」

と
い
う
。
）
第
三
条
及
び
第
四
条
等
に
基
づ
き
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
的
な
事
務
処
理
に
要
す
る
費
用
等
と
一
体
的
に
経
理
し
て
い
る
た
め
、
予
算
上
謝
金
職
員
及
び
賃
金
職
員
の

四



人
件
費
及
び
対
象
人
数
を
区
分
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
等
の
適
用
及
び
保
険
料
の
徴
収
、
厚
生
年
金
保
険
の
保

険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
、
年
金
相
談
等
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
支
出

し
た
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
決
算
額
の
累
計
に
つ
い
て
は
、
庁
費
に
つ
い
て
の
平
成
九
年
度
以
前
の

記
録
を
保
存
し
て
い
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
金
額
の
累
計
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
九
年
度
以
前
の
庁

費
を
除
い
た
金
額
の
累
計
は
、
一
兆
七
百
五
十
二
億
円
で
あ
る
。

当
該
金
額
の
内
訳
及
び
根
拠
法
令
条
文
に
つ
い
て
、
年
金
保
険
料
分
は
厚
生
年
金
保
険
法
第
七
十
九
条
、
国
民
年
金
法
第

七
十
四
条
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
第
六
条
及
び
附
則
第
十
八
条
ノ
六
ノ
二
、
国
民
年
金
特
別
会
計
法
第
六
条
及
び
附
則
第

七
項
等
に
基
づ
き
支
出
し
た
八
千
九
百
四
十
五
億
円
、
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
の
保
険
料
分
は
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一

年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
五
十
条
第
二
項
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
十
七
条
ノ
二
第
一
項
、

厚
生
保
険
特
別
会
計
法
第
六
条
、
船
員
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
六
号
）
第
三
条
等
に
基
づ
き

支
出
し
た
千
十
六
億
円
、
国
庫
負
担
分
は
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
条
第
二
項
、
国
民
年
金
法
第
八
十
五
条
第
二
項
、
健
康

五



保
険
法
第
百
五
十
一
条
、
船
員
保
険
法
第
五
十
八
条
第
四
項
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
第
六
条
、
国
民
年
金
特
別
会
計
法
第

六
条
、
船
員
保
険
特
別
会
計
法
第
三
条
等
に
基
づ
き
支
出
し
た
七
百
九
十
一
億
円
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
日
立
製
作
所
と
昭
和
四
十

二
年
四
月
か
ら
契
約
期
間
を
一
年
と
す
る
契
約
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
電
信
電
話
公
社
（
現
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ

・
デ
ー
タ
）
と
昭
和
五
十
五
年
一
月
か
ら
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
契
約
内
容
及
び
契
約
金
額
に

つ
い
て
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
支
払
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
賃
借
料
等
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
処
理
能
力
を
有
す
る
機
器
の
う
ち
通
常
の
賃
借
料
等
の
最
も
安
価
な
も
の
を
参
考
と
し
て
契
約
先
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た

見
積
額
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
対
価
に
つ
い
て
は
、
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
見
積
り
方
策
に
関
す
る
指
針

」
（
平
成
十
年
三
月
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省
庁
連
絡
会
議
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
達
専
門
部
会
取
り
ま
と
め
）
に
基
づ
き
類
似

シ
ス
テ
ム
比
較
法
及
び
ス
テ
ッ
プ
換
算
法
を
組
み
合
わ
せ
て
契
約
先
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
額
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
適
正
な
価
格
設
定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

六



二
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
等
の
情
報
量
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
五
年
ご
と
に
改
正
さ
れ

て
き
た
年
金
制
度
に
対
応
し
た
大
規
模
で
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
一
般
の
事
業
者
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
競
争

に
適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
入
札
に
よ
る
契
約
で
は
な
く
、
社
会
保
険
業
務
に
精
通
し
、
年
金
制
度
の
改
正
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
事
業
者
と
随
意
契
約
を
締
結
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
実
際
の
債
務
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
契
約

に
お
い
て
、
支
払
期
日
を
徒
過
し
た
賃
借
料
等
は
存
在
し
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
退
職
後
に
お
け
る
再
就
職
の
状
況
は
、
公
務
を
離
れ
た
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
一
般
に
政
府
が
把

握
す
べ
き
立
場
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
の
営
利
企
業
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
公
務
の
公
正
な
執
行
の
確
保
の
要
請
と
退
職
し
た
国
家
公

務
員
の
職
業
選
択
の
自
由
等
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
三
条
第

七



二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
人
事
院
の
承
認
を
得
た
場
合
を
除

き
、
離
職
後
二
年
間
は
、
営
利
企
業
の
地
位
で
、
そ
の
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
人
事
院
規
則
で
定
め
る
国
の
機
関

又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
に
就
く
こ
と
を
承
諾
し
、
又
は
就
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る

と
と
も
に
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
、
人
事
院
は
、
毎
年
、
そ
の
承
認
の
処
分
に
関
し
、
承
認
に
係
る
者
の
官
職
、
承
認
に

係
る
営
利
企
業
の
地
位
、
承
認
し
た
理
由
等
を
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

営
利
企
業
へ
の
再
就
職
の
規
制
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
被
保
険
者
等
の
情
報
量
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
五
年
ご
と
に
改
正
さ
れ
て
き
た
年

金
制
度
に
対
応
し
た
大
規
模
で
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
他
省
庁
及
び
民
間
組
織
等
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
り
、
単

純
な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
二
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
適
正
な
価

格
設
定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
及
び
費
用
の

最
適
化
を
図
る
べ
く
、
外
部
調
査
業
者
に
よ
る
見
直
し
の
可
否
を
含
め
た
調
査
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

八



平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
け
る
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
係
る
シ
ス
テ
ム
関
連
予
算
は
、
通
信
専
用
料
及
び
電

子
計
算
機
等
借
料
と
し
て
千
二
十
五
億
円
、
庁
費
と
し
て
八
十
二
億
円
、
計
千
百
七
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
該
シ
ス
テ
ム
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
等
の
適
用
、
徴
収
及
び
給
付
に
係
る
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
経
費
を
厚

生
保
険
特
別
会
計
等
の
業
務
取
扱
費
と
し
て
三
百
十
八
億
円
、
年
金
相
談
、
年
金
額
の
迅
速
な
裁
定
等
に
係
る
シ
ス
テ
ム
経

費
を
厚
生
保
険
特
別
会
計
等
の
福
祉
施
設
事
業
費
等
と
し
て
七
百
八
十
九
億
円
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
取
扱
費

よ
り
福
祉
施
設
事
業
費
等
の
計
上
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
年
金
制
度
等
の
適
用
、
徴
収
、
給
付
等
が
一
体
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
が
、
被
保
険
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
直
接
寄
与
す
る
も
の
を
福
祉
施
設
事
業
費
等
に
、
社
会
保
険
事
業
を
運
営
す
る
た

め
の
基
礎
的
な
行
政
事
務
に
当
た
る
も
の
を
業
務
取
扱
費
に
分
け
て
い
る
。
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
福
祉
施
設
事

業
費
等
及
び
業
務
取
扱
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
係
る
シ
ス
テ
ム
関
連
予
算
の
内
訳
、

金
額
及
び
積
算
根
拠
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
締
結
し
た
同
庁
の
支
払
の
原
因
と
な
る
契
約
で
あ
っ
て
入
札
の
方
法
に
よ
り
相
手
方
を
決
定
し
た
も
の

九



（
単
価
に
つ
い
て
予
定
価
格
を
定
め
た
も
の
及
び
契
約
書
の
作
成
を
省
略
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
平
成
十
五
年
度

に
お
け
る
予
定
価
格
と
落
札
価
格
が
同
一
の
金
額
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
、
集
計
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
新
た
に
調

査
し
、
集
計
す
る
こ
と
は
作
業
に
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
十
四
年
度

に
お
け
る
予
定
価
格
と
落
札
価
格
が
同
一
の
金
額
の
契
約
に
つ
い
て
、
発
注
し
た
部
局
、
発
注
内
容
、
発
注
時
期
、
予
定
価

格
、
落
札
価
格
、
落
札
業
者
、
入
札
業
者
及
び
財
源
種
別
は
、
別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

別
表
第
五
に
示
し
た
予
定
価
格
と
落
札
価
格
が
同
一
の
金
額
の
契
約
（
以
下
「
別
表
第
五
に
示
し
た
契
約
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
そ
の
予
定
価
格
と
落
札
価
格
が
同
一
の
金
額
に
な
っ
た
理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
、

市
販
さ
れ
て
い
る
書
籍
等
を
基
に
落
札
業
者
が
入
札
価
格
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
定
価
格
と
落
札
価
格
が
同
一
の
金

額
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
、
同
表
に
示
し
た
発
注
し
た
部
局
及
び
社
会
保
険
庁
の
内
部
部
局
に
お
い
て
、
別
表
第
五
に
示
し
た
契
約
に

関
す
る
談
合
情
報
、
予
定
価
格
の
漏
え
い
及
び
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
有
無
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
結
果
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
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三
の
�
に
つ
い
て

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
発
注
し
た
部
局
等
に
お
い
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
別

表
第
五
に
示
し
た
契
約
に
つ
い
て
会
計
検
査
院
が
検
査
又
は
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
必
要
な
協
力
を
行
う
。

会
計
検
査
院
は
、
会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
の
結
果
、

国
の
会
計
事
務
を
処
理
す
る
職
員
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
著
し
く
国
に
損
害
を
与
え
た
と
認
め
る
と
き
等
は
、
本

属
長
官
そ
の
他
監
督
の
責
任
に
当
た
る
者
に
対
し
懲
戒
の
処
分
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
予
算
執
行
職
員
等
の
責

任
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
又
は
検
定
の
結
果
、

予
算
執
行
職
員
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
法
令
等
に
違
反
し
て
支
出
等
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
国
に
損
害
を
与
え
た
と

認
め
る
と
き
等
は
、
当
該
職
員
の
任
命
権
者
に
対
し
当
該
職
員
の
懲
戒
処
分
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。社

会
保
険
庁
の
会
計
事
務
を
処
理
す
る
職
員
の
う
ち
、
契
約
、
収
入
支
出
等
の
責
任
者
で
あ
る
契
約
担
当
官
、
支
出
負
担

行
為
担
当
官
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
三
月
末
時
点
で
同
庁
の
内
部
部
局
並
び
に
同
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
及
び

社
会
保
険
大
学
校
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
社
会
保
険
庁
長
官
が
委
任
し
、
又
は
任
命
し
た
者
の
合
計
は
三
十
六
人
、

一
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地
方
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務
所
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
事
務
所
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣

又
は
社
会
保
険
庁
長
官
が
委
任
し
た
者
の
合
計
は
二
千
六
百
五
十
四
人
で
あ
る
。
な
お
、
会
計
事
務
を
処
理
す
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
同
一
人
が
複
数
の
職
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ
の
人
数
と
配
置
さ
れ
て
い
る
職
員
の
人
数
と
は
一

致
し
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
委
託
事
業
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
成
十
六
年
度
の
厚
生
保
険
特
別
会
計
及
び
国
民
年

金
特
別
会
計
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
年
金
保
険
料
を
財
源
と
す
る
委
託
事
業
の
予
算
額
は
四
十
五
億
円
で
あ
り
、
そ
の

積
算
根
拠
等
は
、
別
表
第
六
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
取
り
ま
と
め
の
内
容
及
び
時
期
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
退
職
後
に
お
け
る
再
就
職
の
状
況
は
、
公
務
を
離
れ
た
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
一
般
に
政
府
が
把

一
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握
す
べ
き
立
場
に
は
な
い
が
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
、
同
庁
か
ら
年
金
の
福
祉
施
設
の
運
営
を
委
託
し
て
い
る
公
益
法
人

の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
公
益
法
人
に
常
勤
役
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
（
旧
厚

生
省
（
都
道
府
県
の
保
険
主
管
課
（
部
）
、
国
民
年
金
主
管
課
（
部
）
及
び
社
会
保
険
事
務
所
を
含
む
。
）
を
含
む
。
）
の

職
員
で
あ
っ
た
も
の
（
以
下
「
厚
生
労
働
省
出
身
常
勤
役
員
」
と
い
う
。
）
の
人
数
は
、
平
成
十
五
年
十
月
現
在
で
、
百
二

十
四
人
と
い
う
報
告
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
公
益
法
人
の
役
員
が
常
勤
で
あ
る
か
非
常
勤
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
義
を
含
め
各
公
益
法
人
の
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
百
二
十
四
人
の
厚
生
労
働
省
出
身
常
勤
役
員
が
他
の
団
体
に
常
勤
で
雇
わ
れ
て
い
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
一
般
に
政
府
が
把
握
す
べ
き
立
場
に
は
な
い
が
、
公
益
法
人
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
百

二
十
四
人
の
う
ち
他
の
団
体
に
常
勤
で
雇
わ
れ
て
い
る
者
は
い
な
い
と
い
う
報
告
を
得
て
い
る
。

財
団
法
人
年
金
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
及
び
全
国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組
合

に
対
し
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
理
事
長
に
つ
い
て
は
、
両
法
人
に
お
い
て
、
常
勤
役
員
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
公
益
法
人
等
の
役
員
が
常
勤
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
そ
の
定
義
を
含

め
各
公
益
法
人
等
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
理
事
長
は
、
両
法
人
に
出
勤
し
て
お
り
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
理
事
長
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
職
務
に
応
じ
た
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
理
事
長
は
、

両
法
人
以
外
の
公
益
法
人
等
に
お
い
て
は
、
常
勤
役
員
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日
、
年
金
制
度
に
関
す
る
調
査
、
研
究
等
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
、
平
成

十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
に
加
え
、
公
的
年
金
、
企
業
年
金
及
び
確
定
拠
出
年
金
に
関
す
る
資
金
の
運
用
に
関
す
る
調

査
及
び
研
究
（
以
下
「
年
金
資
金
運
用
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

現
在
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
基
本
財
産
は
三
億
三
千
六
百
十
四
万
三
千
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
第
七
の
と
お
り
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
寄
附
を
行
っ
た
者
の
う
ち
、
平
成
十
五
年
度
末
現
在
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
の
積
立
金
の
運

用
を
年
金
資
金
運
用
基
金
か
ら
受
託
す
る
機
関
（
以
下
「
現
在
の
運
用
受
託
機
関
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
の
は
、
昭
和
五
十

三
年
二
月
の
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
時
に
基
本
財
産
と
し
て
寄
附
を
行
っ
た
信
託
銀
行
八
行
（
三
井
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
三

菱
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
安
田
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
東
洋
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
株
式
会
社
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大
和
銀
行
、
中
央
信
託
銀
行
株
式
会
社
及
び
日
本
信
託
銀
行
株
式
会
社
）
が
合
併
、
会
社
分
割
等
を
行
っ
た
後
の
信
託
銀
行

六
行
（
三
井
ア
セ
ッ
ト
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
三
菱
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行

株
式
会
社
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社
及
び
り
そ
な
信
託
銀
行
株
式
会
社
）
で
あ
る
。
当
該
信
託
銀
行
八
行
が
研
究
セ
ン

タ
ー
の
基
本
財
産
と
し
て
寄
附
を
行
っ
た
金
額
は
別
表
第
八
、
当
該
信
託
銀
行
六
行
が
運
用
を
受
託
し
て
い
る
厚
生
年
金
保

険
及
び
国
民
年
金
の
積
立
金
の
金
額
及
び
運
用
受
託
機
関
で
あ
る
期
間
は
別
表
第
九
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
研
究
セ
ン

タ
ー
の
基
本
財
産
と
し
て
の
寄
附
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
設
立
認
可
申
請
書
、
初
年
度
の
事
業
報
告
書

等
に
も
記
載
が
な
く
、
当
時
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
年
金
制
度
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
等
を
行
う

と
の
事
業
に
賛
同
す
る
者
が
、
基
本
財
産
と
し
て
の
寄
附
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

研
究
セ
ン
タ
ー
の
賛
助
会
員
の
年
会
費
は
一
口
二
万
円
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
末
現
在
の
賛
助
会
員
の
う
ち
、
現
在
の

運
用
受
託
機
関
で
あ
る
者
及
び
そ
れ
ぞ
れ
が
平
成
十
五
年
度
に
支
出
し
た
会
費
の
金
額
は
、
別
表
第
十
の
と
お
り
で
あ
る
。

賛
助
会
員
に
つ
い
て
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る
定
期
刊
行
物
、
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
及

び
講
演
会
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
広
く
募
集
さ
れ
て
お
り
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
賛
同
す
る
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者
が
自
発
的
に
申
し
込
む
こ
と
に
よ
り
会
員
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
刊
行
物
で
あ
る
「
年
金
と
経
済
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
は
年
五
回
発
行
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
一
冊
の
価
格
は
千
五
百
円
で
あ
り
、
年
額
は
七
千
五
百
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
年
度
に
お
い
て
、
定
期
購

読
し
た
者
の
う
ち
、
現
在
の
運
用
受
託
機
関
で
あ
る
も
の
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
年
当
た
り
の
購
読
金
額
は
、
別
表
第
十
一
の
と

お
り
で
あ
る
。

定
期
購
読
に
つ
い
て
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
及
び
講
演
会
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
お
い
て
広
く
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
定
期
購
読
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
自
発
的
に
申
し
込
む
こ
と
に
よ
り
開
始

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

年
金
資
金
運
用
基
金
が
承
継
し
た
旧
年
金
福
祉
事
業
団
が
行
っ
て
い
た
資
金
の
運
用
業
務
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
の
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
時
に
研
究
セ
ン
タ
ー
の
基
本
財
産
と
し
て
寄
附
を
行

っ
た
信
託
銀
行
八
行
は
、
運
用
受
託
機
関
と
し
て
寄
附
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
当
時
、
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年
金
資
金
運
用
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
当
該
業
務
を
開
始
し
た
の
は
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
、
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
年
金
制
度
及
び
年
金
資
金
運
用
に
つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
公
開
し
て
広
く
一
般
に
供
す
る
と
い
う
公
益
的
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
賛
助
会
員
又
は
刊
行

物
の
定
期
購
読
者
が
現
在
の
運
用
受
託
機
関
で
あ
る
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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